
奈良市第3次地域福祉活動計画
令和6年度進捗管理委員会開催

日時：令和６年３月２６日（水）
１０時００分から１２時００分まで

会場：奈良市役所４０２会議室

第3次地域福祉活動計画に関する令和6年度の進捗確認を行い、活動や支援の現状共有や今
後の広がりへの課題やアイデアを共有することで、計画進捗の推進につなげるために、進
捗管理委員会が実施されました。
進捗管理シートに基づく進捗管理や関連トピックスの共有のほか、協働実践を広めること
をテーマにグループワークも実施され、活動計画を推進させていくためのポイントや課題
等が確認されました。

【グループワーク】※各グループの主な意見
テーマ：これからの活動計画での協働実践をひろげていくた
めのアイデア
●みまもり支援・地域づくり支援グループ
気軽に相談できるような場や機会があればそれが見守りにつ
ながる。それらの情報が必要な人に届くことが重要。
●相談支援・参加支援グループ
福祉関係者に限らない取り組みが重要。企業も含め中長期的
な地域づくりの視点による協働や連携の協議や実行や重要。
●災害支援グループ
さまざまな立場の活動者や活動の連携や連動、ネットワーク
等を日常から備えることが重要。インフラを含めてハード面
の課題も大きく、その想定をすることも重要。

【進捗報告とトピックスの共有】
重点項目ごとにトピックスを基に計画の進捗報告を事務局か
らおこなうとともに、トピックスに関連する委員から、取り組
みの補足や活動の拡がり、課題などの意見が補足されました。
全体を通して、「生きづらさを抱える人とどのようにつなが
るか」「相談や暮らしの困り事からの資源開発」が、これま
で・これからの進捗におけるキーワードとして整理されました。

【総括 山下委員長より】
キーワード①「相談できない社会」
関係性の問題や内面的な課題の中で、相談に対するハードル
が高く社会的孤立にもつながる。どのように受け止めていく
かが重要である。
キーワード②「つながりつづける」
人は社会的存在として関係性の中で存在するものであり、そ
の中で埋もれていく人や除外される人を受け止めるプラット
フォームをどう形成するか。福祉専門職は、ジェネラリスト
ソーシャルワークの視点で地域支援をどう進めていけるかが
重要。
計画推進に関し、計画されている数的実績を増やすことで、
市域に活動を広げることが重要。
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